
（５）長周期地震動 

２月 21日 21時 22分（M5.8）胆振地方中東部の地震により、胆振地方中東部で長周期地震動階級２、

石狩地方北部、石狩地方南部、日高地方中部で長周期地震動階級１を観測した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※長周期地震動階級に関する詳細は平成 30年 12月号「付録 10．長周期地震動階級関連解説表」を参照。 
 

図５－１ 長周期地震動階級１以上を観測した地域 

 

 

階級２ 胆振地方中東部 

階級１ 石狩地方北部 石狩地方南部   

日高地方中部 

表５－１ 長周期地震動階級関連解説表 

×：震央 
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2019年 ２月 21日 21時 22分 胆振地方中東部 北緯 42度 45.9分 東経 142度 00.2分  深さ 33km  M5.8 

長周期地震動階級２ 

都道府県 地域 地点 震度 

北海道 胆振地方中東部 厚真町鹿沼 6弱 

長周期地震動階級１ 

都道府県 地域 地点 震度 

北海道 石狩地方北部 石狩市花川 4 

北海道 石狩地方南部 千歳市北栄 5弱 

北海道 石狩地方南部 恵庭市漁平 4 

北海道 石狩地方南部 新千歳空港 4 

北海道 胆振地方中東部 白老町大町 4 

北海道 胆振地方中東部 苫小牧市末広町 4 

北海道 日高地方中部 新ひだか町静内山手町 4 

表５－２ 長周期地震動階級１以上を観測した地域・地点 
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図５－２に長周期地震動階級２を観測した厚真町鹿沼の観測点における地震波形、絶対速度応答スペク

トル及び絶対加速度応答スペクトルを示す。 

厚真町鹿沼では、周期１～２秒台の地震波が卓越しており、周期区分で１秒台から２秒台において絶対

速度応答スペクトルが階級２相当となっていた。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－２ 厚真町鹿沼で観測した波形、絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトル 

（速度波形、加速度波形は 21:22:30 から 1 分間を示している） 

 
図５－２の説明 
① 観測点名，地域名称，地震波形の観測時間，観測点における震度，観測点における長周期地震

動階級，観測点における周期区分別の長周期地震動階級データの最大値．周期区分は，周期 1.6
秒～周期 1.8 秒を１秒台，周期 2.0秒～周期 2.8秒を２秒台，周期 3.0秒～周期 3.8秒を３秒
台，周期 4.0秒～周期 4.8 秒を４秒台，周期 5.0秒～周期 5.8秒を５秒台，周期 6.0秒～周期
6.8 秒を６秒台，周期 7.0 秒～周期 7.8秒を７秒台と表示している． 

② 絶対速度応答スペクトルグラフ．横軸は周期（秒），縦軸は速度応答値（単位は cm/sec）で，
NS（赤），EW（緑），UD（青）の３成分及び水平動合成（黒）について表示した．減衰定数 5％
はビルの設計に一般的に用いられている値である． 

③ 絶対加速度応答スペクトルグラフ．横軸は周期（秒），縦軸は加速度応答値（単位は cm/sec/sec）
で，NS（赤），EW（緑），UD（青）の３ 成分及び水平動合成（黒）について表示した．減衰定
数 5％はビルの設計に一般的に用いられている値である． 

④ 速度波形表示．成分は、上から南北成分（NS），東西成分（EW），上下成分（UD）である．３成
分とも同じ縮尺で示す． 

⑤ 加速度波形表示．表示は④と同じ． 

① 

② 

③ ⑤ 
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